
収益分配金に関する留意事項

♦分配金は、預貯金の利息とは異なり、ファンドの純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、基準
価額は下がります。

分配金
【ファンドで分配金が支払われるイメージ】

♦分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場合がありま
す。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。また、分配金の水準は、必ずしも計算期
間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合

【前期決算日から基準価額が上昇した場合】 【前期決算日から基準価額が下落した場合】

（注）分配対象額は、①経費控除後の配当等収益および②経費控除後の評価益を含む売買益ならびに③分配準備積立金および④収益調整金です。分配金は、分配方針
に基づき、分配対象額から支払われます。

※上記はイメージであり、実際の分配金額や基準価額を示唆するものではありませんのでご留意ください。

♦投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。
ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

分配金の一部が元本の一部払戻しに相当する場合 分配金の全部が元本の一部払戻しに相当する場合

※元本払戻金（特別分配金）
は実質的に元本の一部払戻し
とみなされ、その金額だけ個
別元本が減少します。
また、元本払戻金（特別分配
金）部分は非課税扱いとなり
ます。

ファンドの
純資産

普通分配金：個別元本（投資者のファンドの購入価額）を上回る部分からの分配金です。

（注）普通分配金に対する課税については、後掲「手続・手数料等」の「ファンドの費用・税金」をご参照ください。

：個別元本を下回る部分からの分配金です。分配後の投資者の個別元本は、元本払戻金（特別分配金）の額だけ減少します。
元本払戻金
（特別分配金）



収益を得られる

ケース

●投資対象資産の市況の好転

（金利の低下等）

●取引対象通貨の短期金利が米ドルの

短期金利を上回る

●取引対象通貨が対円で上昇（円安）

損失やコストが

発生するケース

●投資対象資産の市況の悪化

（金利の上昇、発行体の信用状況の悪化等）

●取引対象通貨の短期金利が米ドルの

短期金利を下回る ●取引対象通貨が対円で下落（円高）

通貨選択型ファンドの収益/損失に関する説明

♦通貨選択型の投資信託は、投資対象資産に加えて、為替取引の対象となる円以外の通貨も選択することができるよう設
計された投資信託です。

通貨選択型の投資信託のイメージ図

＊取引対象通貨が円以外の場合には、当該取引対象通貨の対円での為替リスクが発生することにご留意ください。

♦通貨選択型の投資信託の収益の源泉としては、以下の３つの要素が挙げられます。これらの収益の源泉に相応してリス
クが内在していることにご留意ください。

●投資対象資産が値上がりした場合等には、基準価額の上昇要因となります。
●逆に、投資対象資産が値下がりした場合には、基準価額の下落要因となります。

●為替取引により、「選択した通貨」（コース）の短期金利が、米ドルの短期金利よりも高い場合は、その金利差による「為替取引によるプレ
ミアム（金利差相当分の収益）」が期待できます。

● 逆に、「選択した通貨」（コース）の短期金利のほうが低い場合には、「為替取引によるコスト（金利差相当分の費用）」が生じます。
●「選択した通貨」（コース）と米ドルが同一通貨の場合、為替取引によるプレミアム／コストは発生しません。
※新興国通貨の場合などは、金利差がそのまま反映されない場合があります。

●投資対象資産が実質的に選択した通貨（円を除く。以下同じ。）建となるように為替取引を行った結果、上図③の部分については、「選択し
た通貨」の円に対する為替変動の影響を受けることとなります。

●「選択した通貨」の対円レートが上昇（円安）した場合は、為替差益を得ることができます。
● 逆に、「選択した通貨」の対円レートが下落（円高）した場合は、為替差損が生じます。

♦これまで説明しました内容についてまとめますと、以下のようになります。

（注）為替取引を行う際、一部の新興国の通貨では、為替取引に関する規制などで機動的に外国為替予約取引を行えないことがあり、直物為替先渡取引
（NDF）を活用する場合があります。
為替取引を行う場合のプレミアム／コストは、需給や当該通貨に対する期待等により、金利差から理論上期待される水準とは異なる場合があります。

※上記は、主な収益源の要素の説明であり、全ての要素を網羅しているものではなく、将来における運用成果を予想ある
いは保証するものではありません。市場動向等によっては、上記の通りにならない場合があります。

１.投資対象資産による収益（上図➀部分）

2.為替取引によるプレミアム/コスト （上図➁部分）

3.為替変動による収益 （上図➂部分）

投資対象資産（債券等）
の価格の上昇

プレミアム
（金利差相当分の収益）の発生

為替差益を得る

投資対象資産（債券等）
の価格の下落

コスト
（金利差相当分の費用）の発生

為替差損が生じる

➁為替取引による
プレミアム/コスト

➀利子・配当収入、投資対象資産
（米ドル建のハイ・イールド債券）

の価格変動

➂為替差益/為替差損収益の源泉 ＝ + +


